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　「にいがた 401」は施工の安全性、確実性、省力化の実現を目指し、海洋土木工事のニーズに幅広く対応で
きる押航式全旋回起重機船である。本船はピンローラ式スパッドによる船体保持機能やポンプジェット式ス
ラスタによる船体移動補助装置の採用により、機動性に配慮している。また、最新の施工管理システムを導
入することで海上吊り作業、浚渫作業、基礎マウンド築造作業等、海上土木工事におけるあらゆるシチュエー
ションで信頼性の高い施工が実現できる。さらに、地球環境保全等、今後の海洋作業環境における環境負荷
の低減を図るために、環境対策型エンジンを採用し、船内における未利用エネルギーの利活用等も行う環境
配慮型作業船として建造された。以下に、「にいがた 401」（写真-1）の概要について紹介する。

1.　はじめに
　我が国の港湾整備事業において、港湾施設の大型化、
高機能化、あるいは、延命化、耐震性向上を視野にい
れた港湾施設の戦略的な維持管理の必要性がますます
高まっている。これらの取り組みは、我が国の国際競
争力を向上させ、今後の成長戦略に大きく貢献できる
ものと考える。
　また、我が国が位置する北東アジア地域は、高い成
長ポテンシャルを有している状況にある。ロシアとの
資源開発協力や中国との経済交流といった北東アジア
地域の発展は、経済成長著しい対岸諸国と地理的に近
接する日本海側港湾整備の重要性が高まっていること
を示唆するものである（図-1）。

押航式全旋回起重機船
「にいがた 401」

株式会社 本間組　土木事業本部　機電担当　原田 英知
小崎 孝一

　このような背景のもと、㈱本間組は新規に起重機船
を建造するに至った。
　我が国の成長戦略や防災対策あるいは、港湾施設の
ストックメンテナンス等の重要施策に対して、「にい
がた 401」が一翼を担い、貢献できるよう取り組んで
参りたい。

２.　主要緒元
　「にいがた 401」の一般配置図と主要緒元を図-2 お
よび表 -1 に示す。
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写真－１　｢にいがた 401｣の全景

図－１　環日本海東アジア諸国図
この地図は、富山県が作成した地図の一部を転載したものである

（平 24 情使第 238 号）

図－ 2　「にいがた 401」一般配置図

表－１　「にいがた 401」主要緒元
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３.　本船の特長
3-1 運搬能力と機動性

　本船は、制約された条件下で展開される海上施工で
高い運搬能力と機動性が発揮できる機能を有している。

（1）運搬能力

　台船部の積載面積は 631m2、積載重量 2,200t、80t
ブロックの積載個数 20 個を確保している。
　また、速力は空船時 8 ノット、積載時で 6 ノットを
満足できる。

（2）機動性

　船体固定は、ピンローラージャッキアップ式スパッ
ド装置を 2 基装備し、海上施工における専有面積の制
約に対応することができる。また、ポンプジェット式
スラスタ（写真-2）の採用により船体移動補助機能を
充実させ、航路や狭水域での迅速かつ安全性の高い施
工が可能である。

（3）クレーン装置

　本船には、最大吊荷重 400 トンのクレーンを装備し
ている。グラブ浚渫（写真-3）や砕岩施工にも対応で
きる。旋回、起伏巻上げ作業においては、円滑な起動
と精度の高い速度制御方式を採用しているため、省力
化を視野に入れた、より正確かつ安全性の高いオペ
レーションが実現できる。
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3-2 施工管理システムの標準装備

　本船には GPS、水中送受波装置、ソナー測深装置を
搭載している。「にいがた 401」は、これらのハードウ
エアとこれまでの施工管理記録を基に最適化されたソ
フトウエアとの連携により、信頼性の高い施工支援環
境が提供できる。以下に内容について示す。

（1）安全・迅速な大型ブロック据付

　潜水士と吊荷の相対位置をリアルタイム計測するこ
とにより、潜水作業を伴う海上クレーン作業において
は、潜水士と吊荷の接触防止に対して、高い安全性を
確保することができる。また、転船作業における高精
度な船体位置観測・制御により作業の迅速化と省力化
を発揮できる（写真-4）。

（2）高精度な大深度浚渫

　グラブ浚渫においては水平掘削装置を採用している。
仕上がり面の平
坦性を確保する
ことにより、仕
上げ掘りの掘削
量を削減し、浚
渫土量が減容で
きる。また、測
深 ソ ナ ー（写真

-5）の搭載によ
り、施工進捗に
応じた出来形を
ビジュアルに把
握することがで
きる。

（3）大水深マウンド築造

　基礎マウンドの築造に対しては重錘転圧方式に対応
した計測装置を搭載している。船体傾斜、旋回・起伏
および自動追尾計測技術により、精度の高い基礎マウ

ンド機械均しに対応している。（写真-6）

3-3 環境への配慮

（1）環境対策型エンジンの採用

　本船の動力源として 60KVA、125KVA、300KVA
の 3 台の発電機（写真-7）を搭載している。作業の状
況に応じ、発電機が過剰な運転とならないよう、段階
的に最適な発電機が選択できる。また、発電機は第 3
次基準値排出ガス対策型および IMO 排気ガス二次規
制対策型を採用することで、SOx、NOx 排出削減や騒
音低減効果が高い。

（2）回生エネルギーの利用

　作業船における効率的なエネルギー利用環境の構築
を目指して、本船にはエネルギー回収技術を採用して
いる。クレーン部冷却装置の循環冷却水の落差を利用
した発電システムを搭載することで、発電用エンジン
の出力を低減し、エネルギー効率を向上させることが
出来る（写真-8）。

４.　災害発生時の啓開・復旧機能
　アンカーレス係留、高精度な船体位置決め、船体誘
導保持機能に加え、ソナー測深による堆積物や障害物
の捕捉機能を応用することで災害時における迅速な啓
開、復旧活動に対応できる。また、支援物資の備蓄機
能や充分な清水、燃料タンクの設置により災害発生時
の初動体制を満足している。さらに、ミーティングルー
ム（写真-9）にはインターネット環境を活用したテレビ
会議システムを配置し、情報通信体制の充実を図って
いる。

５.　おわりに
　「にいがた 401」は、平成 26 年 3 月 28 日に完工に至っ
た。完工に至るまでご協力頂いた関係者の皆様方に本
誌を借りて御礼申し上げます。また、平成 26 年 4 月
22 日には新潟港にて完成披露式典を挙行する。「にい
がた 401」が今後の港湾整備、海洋開発事業で活躍する
ことを望む。

写真- 2　ポンプジェット式スラスタ

写真- 3　グラブバケット

写真- 4　船体位置観測状況

写真- 5　測深ソナーユニット

写真- 6　自動追尾装置

写真- 7　環境対策型発電機

写真- 8　発電システム

写真- 9　ミーティングルーム
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